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Ⅰ 事業方針 

近年、社会福祉は社会経済環境により大きく変化し、地域福祉に関わる国の施

策はめまぐるしく動いています。また、新型コロナウイルス感染症等の影響によ

る長引く社会経済活動の制限により、特に雇用状態が不安定な非正規労働者、パ

ートタイム労働者、フリーランスやひとり親世帯等においては、大幅に収入が減

少し、生活に困窮する世帯が増加しています。 

さらには、少子高齢化の進展や家族機能の低下等の社会情勢に加え、コロナ禍

も相まって地域住民のつながりの希薄化がより一層深刻化する中で、社会的孤立

や経済的困窮、虐待やいじめ、介護や子育てに対する不安等、様々な地域生活課

題が生じており、その対応が求められています。 

社会福祉協議会も、制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関

係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野

を超えてつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創って

いく社会である「地域共生社会」の実現に向けた取り組みを推進することが求めら

れており、本会においては、地域福祉を推進する方針である「第２次香取市地域

福祉活動計画」及びその取り組みを支えるための経営の指針となる「第２次基盤

強化計画」に基づき、その目標達成のため順次取り組みを進めています。 

  地域福祉活動を継続的に推進していくためには、安定した組織運営と経営基盤

の強化が必要不可欠となることから、法人運営及び地域福祉推進に係る補助金並

びに受託金を財源とする事業についても、事業の検証や見直し等を行うことによ

って、必要経費の適正化について香取市との協議に継続して取り組みます。 

  そして、今冬には本所事務所の移転が控えており、本年度で契約期限を迎える

指定管理施設の継続を含め、重層的支援体制整備事業を含めた各種事業が香取市よ

りアウトソーシングされることから積極的に手を挙げていくこととし、本会全体

として、今後の支所のあり方並びに介護保険及び障害福祉サービスの事業所運営

も含めた将来的な方向性についても検討を始めていきます。 

  引き続き、新型コロナウイルス感染症により地域福祉活動がしづらい年となる

ことが予想されますが、「地域共生社会」の考え方である住民自身が地域生活課題

を「我が事」として捉え、人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸ごと」つ

ながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともにつくっていく

ことができる社会の実現を目指した取り組みを推進していきます。 
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Ⅱ 重点事項 

１ 第２次地域福祉活動計画並びに第２次基盤強化計画の遂行 

地域福祉を推進する方針を示した地域福祉活動計画と経営の指針である基盤

強化計画は、双方バランスがとれてこそはじめて機能する一対の本会にとっての

最重要計画です。 

地域福祉活動計画は、行政計画である香取市地域福祉計画と連動し、かつ相乗

効果があり地域の力をより発揮できることを旨とし、基盤強化計画については自

主財源の確保を第一に、また香取市や千葉県社会福祉協議会等からの財政的支援

を得られる活動を行える計画としています。 

 

２ 生活支援体制整備事業の推進及び重層的支援体制整備事業の受託に向けた準備 

本会では、例え支援が必要になったとしても住み慣れた地域で安心して暮らし

続けることができるよう、行政の手が届かない部分において住民同士で支えあう

仕組みづくりに取り組んでいます。 

    昨年度は本事業でいう｢協議体｣の設置が完了したもののコロナ禍の状況であ

り十分な話し合いの場を設けることができず、なかなか一歩を踏み出せない地区

もありました。しかし、試行錯誤しながらも withコロナに合わせた取り組みを実

践している地区もあり少しずつその取り組みの輪が広がっています。 

    本年度は地域全体の課題に取り組みつつ、個別課題に対応できる取り組みを進

めていきます。 

そのため、地域の方々と協力し、あらゆる社会資源の力を借りながら、軽易な困り

ごとのサポートを行うサービス等の生活支援サービスの創設や集いの場の開設等そ

の地域にあった取り組みが推進できるよう支援していきます。 

また、国の施策によって現在受託している既存事業である生活支援体制整備事業

も重層的支援体制整備事業の一つに組み替えられることから、引き続きの受託を含め

て、その他新たにアウトソーシングされる「属性を問わない相談支援」、「参加支援」、

「地域づくりに向けた支援」の３事業についても積極的に手を挙げていきます。 

 

３ 権利擁護事業の充実 

（１）日常生活自立支援事業 

ひとり暮らし高齢者や障がいをお持ちの方々が在宅で安心安全に暮らせるよ

う、本人の意思によって福祉サービスを選ぶ手助けや生活費等の日常的な金銭

の管理を千葉県社会福祉協議会からの受託事業として行っています。 

近年、若年層やいわゆる障害ボーダーの方の利用者が増えているため、香取

障害者支援センターや香取ＣＣＣ等関係機関と連携し、従来からの支援スタイ

ルの変容にも柔軟に対応していきます。 

また、本事業の利用者のなかには相談が本会へつながった時点で借金や公共
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料金の滞納があったり、家族や身近な人から金銭搾取を受けていたり、悪質な

消費者被害にあっている等、様々な課題を抱えていることが少なくありません。

本事業はこうした複合的な課題を抱える事例においても、関係機関と連携し、

権利侵害の回復や新たな被害の発生防止に効果を発揮できるよう支援していき

ます。 

（２）法人後見事業 

上記の日常生活自立支援事業で対応できなくなった利用者は、その担い手が

なければ過酷な状況に陥ります。本会ではこの受け皿として、また本会の役割

を熟慮した結果開始した本事業は、知的障がい・精神障がい・認知症等によっ

て判断能力が十分な状態ではない方々の、日常生活自立支援事業より大きな預

貯金等の財産管理や不動産、施設入所等のあらゆる契約に関する法律行為を成

年後見制度に則り行っています。 

本年度も、本事業にとって一番のパートナーである家庭裁判所との関係をよ

り強固なものとし、また日常生活自立支援事業との連携により、適当な後見人

等がなく生活に困窮している方を対象に事業展開していきます。 

 

両事業ともに、円滑な利用者支援の実施は当然ながら、財産を預かることイ

コール利用者のすべてに寄り添うといっても決して過言でないことから、責任

も重くその内容についても複雑多岐にわたり関わる時間も大きいため、現状の

利用者数に対応する担当職員の負担は大きいものがあります。 

両事業ともに、現時点で見合う収入が見当たらないため、近未来要望に応え

られない状況が必ず起き得ます。本会としては、いかに不可欠な事業であるか

を行政や千葉県社会福祉協議会に理解していただき、財政支援を得ることがで

きるよう、まず実績を積み上げながら、今後確実に拡大する需要に対応できる

職員体制を整えていきます。 

 

４ 生活困窮者への支援 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う国の対応策として、一昨年度よ

り現行の緊急小口資金及び総合支援資金制度を特例として拡大実施をしており、

昨年度末をもって新規の受付は終了となる予定でしたが、令和４年６月末まで

延長されました。制度開始当初の借受人は本年度より償還期間が始まることと

なりますが、コロナ前の生活状況まで戻っていない方々にも返済を求めていく

ことになります。今後はそのような方々からの相談の増加が予想されることか

ら、より丁寧な対応と香取自立相談支援センター（かとりサポートセンター）

や香取ＣＣＣ等の相談機関や香取市と緊密な連携を図りながら引き続き支援を

行っていきます。 

 また、昨年度の歳末たすけあい運動の配分事業の一環として食料支援事業で

ある「歳末フードパントリー」を実施し、一定の効果と必要性があったことか
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ら、これを通年事業である『かとりフードパントリー』として拡大実施してい

くこととしました。このため、配布食料の確保についても市内農家等の篤志者

や企業等からの協力を得ながら実施していきます。 

 

５ 介護保険事業所及び障害福祉サービス事業所の運営と見直し 

法人の経営基盤となる介護保険及び障害福祉サービス事業所の安定的な事業

所運営に取り組みます。しかしながら、実際には法人の経営を圧迫している事

業もあることから収益の均衡がとれない事業については、各事業所の課題を整

理し、収益の改善について管理者を中心に進捗管理を行っていきます。 

ただし、これらの事業を実施している以上は、本会の性格上当然利用者第一

をモットーとしたサービスを提供していく必要があることから、管理体制の強

化や従事者の資質とサービス向上等あらゆる事柄に対し注力していきます。 

 

６ 本所の事務所移転 

     本会の長年の懸案事項であった狭隘で利用される方々にご不便をおかけし

ていた本所事務所が、本年度ＪＲ佐原駅近くに開館予定の複合公共施設『コン

パス（KOMPAS）』完成後に移転することになります。相談室や打合せスペース等

も確保できることから、相談者や地域福祉活動をされている方等本会を利用さ

れる方々の利便性も向上することになります。 

     しかしながら、移転時期が年度の途中であり、特に市民のみなさまにご協力

をいただく共同募金運動の期間中であることが考えられることから、本会を利

用される方々に対して、広報や回覧等を活用して丁寧な周知をしていきます。 

     また、これを機会として広報紙やホームページ等のリニューアルの検討やＳ

ＮＳ（ｿｰｼｬﾙﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ）等を活用する等、情報の多方向化を図りながら、

より顔が見える取り組みを進めていきます。 
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Ⅲ 実施事項 

１．社会福祉事業区分  ◎は重点的に取り組む内容 🈟は新たに取り組む内容 

事 業 名 目的・概要 主 な 実 施 事 項 

(1)法人の運営 

 

 

 

 

法人の円滑･適正な

運営のための計画立

案及びその進捗状況

の管理を行う。また

組織･事業･経営を評

価しながら効率的か

つ効果的な運営を図

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

① 理事会の開催(3～5回) 

② 評議員会及び定時評議員会の開催(2～3回) 

③ 正副会長会議の開催(3～4回) 

④ 評議員選任･解任委員会の開催(適時) 

⑤ 監事監査の実施(2回) 

⑥ 内部監査の実施(4回) 

⑦ 役員等先進地視察研修会の実施 

⑧ 事業責任者等による会議の開催(随時) 

⑨ 事業担当者による会議の開催(随時) 

⑩ 本所事務所の円滑な移転 

(2)組織体制の

基盤強化 

｢基盤強化計画｣に基

づく、組織の更なる

充実･強化に努める。 

◎ 

 

 

 

 

 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

① 第２次基盤強化計画の遂行 

② 会員の増強 

＊一般会費     1世帯 800円 

＊賛助会費   1口 1,000円 

＊法人会費   1口 2,000円 

 ・会費納入方法の検討 

③ 地区社会福祉協議会への支援の強化 

④ 香取市との連携の強化 

⑤ まちづくり(住民自治)協議会との連携 

⑥ 社会福祉関係団体及び当事者団体との連携

及び協力 

⑦ 関係機関及び相談機関との連携及び協力 

⑧ 社会福祉法人や社会福祉施設との連携及び

協力 

⑨ 県社協及び県内外市町村社会福祉協議会と

の連携及び交流 

⑩ 福祉分野以外の団体等との連携及び協力 

(商工業団体,企業等) 

⑪ 自主財源の確保のための新規事業と資産 

運用の研究 

⑫ 地域福祉事業協力店,協力企業の募集 

 ・「あや香ちゃん募金箱」の設置 

・企業等の社会貢献活動の取り組みへの支援 

⑬ 職員の資質向上 
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🈟 

 

 ・研修への積極的な参加 

⑭ ＩＣＴの利活用の検討 

⑮ 市や関係機関の会議の出席や計画への参画 

⑯ 独自の職員給与規程制定のための研究 

(市法人監査指摘事項)  

(3)広報啓発活   

 動 

住民に役立つ社会福

祉関係情報の提供と

本会に対する理解と

協力を得るための活

動を展開する。 

 

 

 

 

 

 

 

🈟 

 

 

 

 

 

 

① 広報紙「ふれあい」の発行(5･8･10･1月) 

・広報委員会の開催(4回) 

・広告掲載企業の募集 

・広報紙のリニューアルの検討 

② ホームページの管理運営 

・効果的活用と掲載内容の充実 

・ホームページのリニューアルの検討 

③ ＳＮＳ(ｿｰｼｬﾙﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ)の運用 

④ 社会福祉大会の開催 

⑤ 本会ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ「あや香ちゃん」の活用 

⑥ パンフレットの配布 

 ・パンフレットのリニューアルの検討 

⑦ 市,県社協,県共募の広報誌の活用 

⑧ マスコミの効果的な活用 

(4)共同募金配

分事業 

共同募金配分を活用

して高齢者、障害者

(児)、児童･青少年の

支援を行い、地域福

祉の増進を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

① 一般配分事業の実施 

・高齢者福祉活動 

・障害者(児)福祉活動 

・児童,青少年福祉活動 

・その他の福祉活動 

② 歳末配分事業の実施 

・歳末たすけあい配分委員会の開催(年 3回) 

・配分事業及び配分方法の見直しと検討 

(生活困窮世帯への効果的配分) 

(5)居宅生活支 

援事業 

障害者総合支援法に

基づき、身体･知的･

精神障害者(児)にホ

ームヘルパーを派遣

することにより障害

者の日常生活および

社会生活を支援す

る。 

 

 

 

 

 

 

🈟 

 

 

 

① 身体･知的･精神障害者(児)へのホームヘル

プサービスの提供 

・利用者宅による食事,排泄,家事等の日常生

活援助と自力では困難な日常行為の援助 

・従事者の育成,研修,健康管理,感染症対策等 

・利用者または家族等の相談援助業務 

・ＩＣＴ利活用の検討 

・相談支援事業所の開設に向けた検討･研究 

・適正なサービスの提供と利用者の拡大 

・苦情解決処理体制の確立 
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◎ 

・利用料金の口座振替への移行の推進 

・事業所運営の抜本的な見直し 

(6)貸付事業 一時的な生活困窮世

帯等の経済的自立と

安定した生活の維持

を図る。 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

① 小口資金貸付事業の実施(本会独自の貸付) 

② 生活福祉資金貸付事業の実施(県社協委託) 

③ 臨時特例つなぎ資金貸付事業の実施(県社協

委託) 

④ 民生委員児童委員と香取自立支援相談センタ

ーとの連携 

⑤ 償還指導と滞納世帯への対応 

⑥ 債権の適正な管理と不良債権の適正な整理 

(市法人監査指摘事項) 

⑦ 新型コロナウイルス関連で生活に困窮した

世帯への資金貸付(コロナ特例：県社協委託) 

(7)地域ぐるみ

福祉振興基金

運営事業 

 

 

基金の有効的な活用

により自主財源及び

地区社協やボランテ

ィアの活動費の一部

として助成する。 

◎ ① 安全かつ有利な運用の研究 

② 基金及び果実の地域福祉活動への効果的な

配分及び法人運営に関する財源としての活用 

(8)地域福祉活

動推進事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域福祉活動計画に

基づき、地区社会福

祉協議会(地区社協)

を核とした地域活動

の活性化と住民参加

と協働によるコミュ

ニティ活動の推進を

図る。 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

 

① 第２次地域福祉活動計画の遂行 

② 市との密接な連携(市地域福祉計画及び各種

計画との連動) 

③ 地域の担い手の育成 

④ 市民に顔が見える取り組みの推進 

⑤ 地区社協活動への支援 

・地区社協への情報提供と相談助言等の支援 

・地区社協活動への助成 

・地区社協活動推進連絡会の開催 

⑥ 地域サロン活動(集いの場)の拡大の取り組

み支援 

⑦ 見守り活動等の充実に向けた取り組み支援 

⑧ 自治会,まちづくり協議会との連携 

⑨ コミュニティソーシャルワーカーの育成 

⑩ 給食サービス事業の実施 

 ・事業の継続及び内容の検討 

住民が抱える悩み事

に対し、福祉に関す

る情報の提供や支

援、関係機関との連

 

 

 

 

⑪ 心配ごと相談所の開設(毎月第 1木曜日) 

 ・今後の運営の見直しの検討 

⑫ 介護に関する相談(随時) 

⑬ ボランティアに関する相談(随時) 
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携･協力により福祉

の増進を図る。(福祉

総合相談事業) 

 

 

 

 

 

 

⑭ 生活困窮に関する相談(随時) 

⑮ 貸付金に関する相談(随時) 

⑯ 権利擁護に関する相談(随時) 

⑰ その他の福祉全般に係る相談(随時) 

⑱ 継続性の確保及び行政提出のための相談に 

関する記録と職員間での共有 

ボランティア活動の

充実と制度外ニーズ

への対応を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑲ ボランティアセンターの運営 

・ボランティア養成講座の開催 

・専門(技術)ボランティアの養成 

・ボランティアコーディネートとニーズとの

マッチング業務(随時) 

・ボランティアの発掘とニーズの研究 

・ボランティア保険加入の受付(随時) 

・ボランティアに関する相談(随時) 

・ボランティア活動への助成 

・ボランティア情報の提供 

⑳ ボランティア連絡協議会の運営 

・生活支援体制整備事業との連携 

・ボランティアグループの横の繋がりの構築 

福祉教育活動の推進

を図る。 

 ㉑ 福祉教育活動の推進 

・福祉教育実践校への助成 

・福祉教育学習への支援(講師の派遣及び紹

介,資機材等の貸出) 

・福祉教育学習用資機材の整備 

・福祉教育に関する情報提供 

・福祉体験講座の開催 

・小,中,高校生の社会体験学習等の受入 

・教育委員会との連携 

災害時に備えた体制

整備の強化を図る。 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

㉒ 災害ボランティアセンター(ＶＣ)の運営 

・災害ＶＣ立ち上げ訓練の実施 

・災害対応ボランティア(テクニカルボラン 

ティア含む)の確保 

・災害対応準備品及び資機材の整備 

・「災害時職員初動対応マニュアル･災害ＶＣ

運営マニュアル」の運用及び見直し 

・市担当課との緊密な連携 

・県社協及び県内外市町村社会福祉協議会と

の連携 
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介護保険外のサービ

スの提供と生活支援

体制整備事業との連

携。 

◎ 

 

 

 

㉓ ｢ちょいさぽ｣サービスの運営 

・利用者の拡大と対象範囲の検討 

・生活支援体制整備事業との連携 

 ・担い手の確保 

その他の地域福祉事

業の実施。 

 

 

 

 

🈟 

 

 

㉔ 日常生活用具(車イス)の貸出と介護用ベッ

ド等の市内事業者への紹介 

㉕ 法外援護事業の実施 

・行旅人の交通費の貸出 

・かとりフードパントリー(食料支援)の実施 

・善意の寄附物品の生活困窮世帯への提供 

㉖ ふれあいスポーツ大会の開催 

 ・運営委員会の開催 

㉗ 障がい者フライングディスク大会の開催 

 ・運営委員会の開催 

(9)成年後見事 

業 

本会が法人として成

年後見人等となるこ

とにより、被後見人

等の財産管理、身上

監護を中心とした日

常生活支援を行い、

その権利を擁護す

る。 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

① かとり成年後見センターの運営 

・運営委員会の開催(適時) 

・パンフレットの活用 

・家庭裁判所及び関係機関との連携 

・弁護士,司法書士(リーガルサポート),社会

福祉士(ぱあとなあ)等の専門家との協力 

・日常生活自立支援事業との連携 

・職員体制と対象範囲の検討 

(10)受託事業 香取市からの委託事

業を円滑に実施す

る。 

 

 

◎ 

 

 

🈟 

 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

① 小見川社会福祉センターの運営管理 

〔指定管理：2018(H30)年度～2022(R4)年度〕 

 ・次期指定管理に向けた申請 

② 障害者紙オムツ給付事業の実施 

・計画的な配付の実施 

・ＩＣＴ利活用の検討 

・配付員の確保 

・苦情解決処理体制の確立 

・利用料金の口座振替への移行の推進 

③ 生活支援体制整備事業の実施 

・コーディネーター職員の質の向上 

④ 福祉避難所運営事業の実施(非常時) 

◇ 重層的支援体制整備事業受託に向けた検討 

千葉県社会福祉協議

会からの委託事業を

円滑に実施する。 

◎ 

 

 

⑤ 日常生活自立支援事業の実施 

 ・事業の周知及び利用者の拡大 

・適切な支援と生活支援員の確保 
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◎ 

 

🈟 

 ・関係機関との連携 

・県後見支援センターとの連携 

 ・利用者データの適正な管理 

 ・職員体制の強化と支援方法の検討 

 ・法人後見事業との連携 

⑥ 生活福祉資金貸付及び臨時特例つなぎ資金

貸付事業の実施 

 ・申込者の相談と連帯保証人等との面接,調

査 

 ・県社協との緊密な連携 

 ・福祉事務所,民生委員児童委員,香取自立支

援相談センターとの連携 

 ・償還指導と滞納世帯への対応 

  ・コロナ特例貸付(緊急小口資金,総合支援資

金)への対応 

 ・コロナ特例貸付の債権管理 

その他の団体からの

事務局業務を円滑に

実施する。 

 ⑦ 市高齢者クラブ連合会事務局の運営 

・各種事業の企画立案,実施 

・役員会及び各専門部会会議の開催 

・市担当課や各支部との連絡調整 

・県老連,地区高連との連携及び連絡調整 

・支部担当者の指導 

・生活支援体制整備事業との連携 

⑧ 市高齢者クラブ連合会各支部事務局の運営 

・各種事業の企画立案,実施 

・役員会及び各専門部会会議の開催 

・市高連や単位クラブとの連絡調整,市高連事

業への参加協力 

・生活支援体制整備事業との連携 

⑨ 香取地区高齢者クラブ連合会事務局の運営 

・各種事業の企画立案,実施 

・役員会及び各専門部会会議の開催 

・各市町高(老)連や県老連との連絡調整 

◇ 上記三団体ともに委託内容の検討 
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２．公益事業区分    ◎は重点的に取り組む内容 🈟は新たに取り組む内容 

事 業 名 目的・概要 主 な 実 施 事 項  

(1)介護保険事 

 業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険制度に基づ

く訪問介護事業･介

護予防訪問介護事業

を適正に実施すると

ともに、質の高いサ

ービスを提供する。 

 

 

 

 

 

🈟 

 

 

 

◎ 

① 指定訪問介護事業所の運営 

・利用者宅での食事,排泄,家事等の日常生活

援助と自力では困難な日常行為の援助 

・従事者の育成,研修,健康管理,感染症対策等 

・利用者または家族等への相談援助業務 

・ＩＣＴ利活用の検討 

・利用者の拡大のための PR活動 

・苦情解決処理体制の確立 

・利用料金の口座振替への移行の推進 

・事業所運営の抜本的な見直し 

介護保険制度におけ

る居宅介護支援事業

を法令及び契約に基

づき適正に実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

🈟 

 

◎ 

② 指定居宅介護支援事業所の運営 

・居宅サービス計画,介護予防居宅サービス計

画の作成 

・サービス事業者等関係機関との連絡調整 

・利用者または家族等への相談援助業務 

・要介護･要支援認定調査業務 

・ＩＣＴ利活用の検討 

・苦情解決処理体制の確立 

・事業所運営の抜本的な見直し 

介護保険制度に基づ

く訪問入浴事業･介

護予防訪問入浴事業

を適正に実施すると

ともに、質の高いサ

ービスを提供する。 

 

 

 

 

🈟 

 

 

 

◎ 

③ 指定訪問入浴介護事業所の運営 

・利用者宅での入浴の援助 

・従事者の育成,研修,健康管理,感染症対策等 

・利用者または家族等への相談援助業務 

・ＩＣＴ利活用の検討 

・利用者の拡大のための PR活動 

・苦情解決処理体制の確立 

・利用料金の口座振替への移行の推進 

・事業所運営の抜本的な見直し 

香取市介護保険特別

給付に基づく紙オム

ツ給付事業を円滑に

実施する。 

 

 

🈟 

 

 

 

④ 紙オムツ給付事業の実施 

・計画的な配付の実施 

・ＩＣＴ利活用の検討 

・配付員の確保 

・ケアマネジャーとの連携 

・苦情解決処理体制の確立 

・利用料金の口座振替への移行の推進 
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３．その他の事業 

事 業 名 目的・概要 主 な 実 施 事 項  

(1)千葉県共同

募金会香取

市支会の運

営 

社会福祉法人千葉県

共同募金会の香取市

地区を担当する支会

として共同募金運動

を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

① 一般募金(赤い羽根共同募金)運動の実施 

 ・自治会連合会との連携 

・イベント等における街頭募金活動の実施 

 ・納入方法の検討 

② 歳末募金(歳末たすけあい募金)運動の実施 

・民生委員児童委員協議会との連携 

・自治会連合会との連携 

・納入方法の検討 

・佐原地区,小見川地区の歳末募金方法の自

治会との調整 

(2)社協バス運

行事業 

マイクロバスの安全

な運行と有効な活用

を推進する。 

 

 

 

① 社協バスの運行 

・委託業者との連携強化 

・事業の周知(学校･自治会等) 

・効果的な運用の検討 

 

 


